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「サポーターズミーティング」議事録 

 

日 時：2023年 2月 12日（日）13:00〜15:00 
場 所：ユアテックスタジアム仙台 インタビュールーム 
主 催：ベガルタ仙台・市民後援会 
出席者：中心部を含むサポーター約 40名 
司 会：市民後援会 事務局次長 遠藤 
 
意見交換＜○：質問者等、●：中心部、■：司会＞ 
 
（注）当日の意見交換において、個人を特定できるなど議事録の公開が不適切と思われる内容については、削除
または趣旨が変わらない範囲内で表現を一部修正しています。 
 
主な意見交換の内容 
・2023シーズンの運営方針変更への対応 
・応援面の基本的な考え 
・今シーズンの応援 
・ゴール裏の新グループ 
・ホーム開幕戦の対応 
・その他 
 
＜2023シーズンの運営方針変更への対応＞ 
■：2023シーズン開幕を前にサポーター同士の意見交換の場を設けた。今シーズンから応援の制限が大幅に緩
和される中で建設的なミーティングにしたい。最初に、2月 3日にクラブよりリリースされた「2023シーズンのホー
ムゲーム運用方針における主な変更点のお知らせ」について説明する。リード文にもあるように、クラブでは応援
について「基本的にはサポーターの意向を尊重」してきた。そのためには「サポーター同士の同意、理解、協力」
が必要であり、昨年から実施しているこのミーティングもサポーター同士の相互理解の場として開催してきた経緯
がある。（その後、お知らせ内容について一通り説明） 
なお、このお知らせには、以下のとおりクラブのサポーターへの思いが込められている。 
新型コロナウイルスによって様々な制限が課された中で、改めて認識したことがあります。 
スタジアムにはサポーターの応援が、声援が必要であるということ。 
チームにはサポーターの応援が、声援が必要であること。 
選手にはサポーターの応援が、声援が力になること。 

 
●：いま紹介されたクラブの思いは、運営担当者が自ら作成したもの。素晴らしい内容だ。 
主な変更点について、席移動や肩組みが可能になっている。これだと梁ダンスが可能と思われるが、宮城県の

独自ルールにより肩組みが NGになる可能性があるとのこと。アウェイではできても、ホームでは梁ダンスができな
い可能性がある。 
旗振りに関して話をする。昨年までバックスタンドでの旗振りの規定はなかったが、今シーズンから基本的ルー

ルを取り決めることになった。「振り旗」はバックスタンドの使用可能エリアで 1ブロック 3本までを最大２ブロックで
計 6本まで。クラブと話し合ってこの内容になった。まずはこのルールでスタートするが、パイフラ（パイプの旗）の
扱いなど周りの方との合意により進めていくこともある。この規定のあり方については今後も状況に応じてクラブと
協議しながら、できれば無くしたいと考えている。なお、ゲートの影響を受けない３掛ける３ブロックのエリアを応援
の発信源として考えている。 
●:動きのあるスタンドにしたいので、ゲーフラやパイフラは大歓迎。うまく使っていきたい。 
 
＜応援面の基本的な考え＞ 
●:昨年の最終戦・秋田戦でのチームコールは特定の選手を引き留めたいという思いも込めた。当初のチームの
目標を達成できなかったので悩んだ末でのコールだった。 
サポーター応援エリアでのやるべき行動とは、全ては勝つための手段だと考えている。選手が目の前にいたら

応援する。現在はいろいろな考えの人がいて、必ずしもそのようになっていないと感じており、空気感を変えない
といけない。チームを勝たせるための行動・方法を一緒に考えてもらいたい。例えばサポーター応援エリアの最前
列でカメラを構えているのはその考えに合わない。90分間は応援を頑張ってほしいし、そういうスタジアムを作っ
ていきたい。選手も応援の雰囲気を間違いなく感じている。ユアスタはいい環境なだけにやれることはたくさんあ
る。考え方の軸を合わせたいと思っている。 
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■:応援をリードする立場としての決意表明と認識した。サポーターにもいろいろな考えの人がいるが、サポーター
応援エリアの雰囲気作りは重要だと思う。 
 
●:簡単に言えばこのエリアにいる人は応援に特化しなければいけない。サポーター応援エリアはそういうものだ
という認識でいてほしい。そういう応援をやれる人はサポーター応援エリアに集まってほしい。そうではない方はサ
ポーター応援エリア以外に行ってもらうという“棲み分け”に協力をお願いしたい。 
 
＜今シーズンの応援＞ 
■:今シーズンに向けて、こういう応援をするというものは何かあるのか。 
 
●:仙台を勝たせる応援をするということに尽きる。シーズンのなかで流動的に対応していくが、昨年よりも結果を
シビアに見ていきたい。 
選手の応援歌は活躍してから作るというスタンスでいる。（質問を受けて）アカデミー出身の郷家も活躍したら作

るということ。昨シーズンまでの活躍から真瀬が町田戦でスタメンだったら応援歌を出したいと考えている。 
（アウェイ戦での応援場所について）昨年のアウェイではスタンドの端に中心を作ることが多かった。この辺はチ

ケットの販売状況によってもエリアの大きさが変わることがあり事前告知が難しい。事前告知してもそのような事情
で当日変更になることがある。基本的には現地の待機列で連絡している。 
 
○:結果をシビアに見るということだが、もし町田戦で負けたらどうするのか。 
●:負けた時のことは考えていない。 
 
○:開幕戦も他と同じ価値の試合だということだと思う。厳しい目で見ることは納得している。その考えをアピールし
ていってほしい。 
●:そう思うが、発信はなかなか難しい。試合結果に対して厳しい目で見る文化を仙台に定着させていきたい。 
 
○：ビッグフラッグの扱いはどうするのか。 
●:ビックフラッグは今シーズン解禁になるが、バックスタンドで広げたいと考えている。ビッグフラッグはサポータ
ーみんなのものであり、応援手法の一つとして活用したい考え。試合の状況に応じて出す試合と出さない試合が
あるだろう。ビッグフラッグは、今後さらに大きいものを作りたいと思っている。後半戦くらいに向けて動きたい。 
 
＜ゴール裏の新グループ＞ 
●ビッグフラッグの話が出たが、この機会にゴール裏の新しいグループについて紹介する。 
 
○（「V―FLAGS」代表者）：バックスタンドのサポーター応援エリアとゴール裏の応援の熱量の差に対し危機感を
持ち、ゴール裏に今シーズン「V―FLAGS」という新しいグループを立ち上げることにした。コロナ禍で「仙台旗族」
でも熱量の差が出ているのを感じていた。ゴール裏バックスタンド寄りの「Rブロック」を活動の中心にする予定で
いる。熱いゾーンを作りたいと思っているので、一緒に応援したい人はぜひ参加してほしい。サポーター応援エリ
アと応援を合わせるための機材も設置する予定でいるので、よろしくお願いしたい。 
※既存の仙台旗族などとも連携しながらゴール裏を盛り上げる予定。 
 
＜ホーム開幕戦の対応＞ 
○：ホーム開幕戦ではコレオを行うのか。 
●：クラブが 15,000本のフラッグを配布すると聞いているので、コレオはやらないことにする。 
 
■：その他の動きはどうか。 
●：ホーム開幕戦では試合後に富田の引退セレモニーがあるが、それに合わせてサポーターも準備をしている。
長年クラブを支えてくれた選手なので、区切りとしてサポーターからも感謝の思いを伝えたい。その際には協力を
お願いする。 
 
＜その他＞ 
○：今後実施するサポーター主導の企画ではお金がかなりかかるのではないか。今から先にお金をプールしてお
いてはどうか。 
●：中心部ではお金の管理にかなり気を遣っている。これまでもサポーターからお金を集めてイベントを実施した
ことがあるが、しっかりした会計担当を置くとともに、イベントごとに黒字が出ないように配慮してきた。今後検討予
定のさらに大きなビッグフラッグについても、詳細が決まってから一つのイベントとしてしっかりお金の管理をして
いくつもり。 
○:以前中心部の会計監査をしたが、赤字だった。赤字分は中心部メンバーが補填しており、可哀想なくらいギリ
ギリでやっていた。集めたお金はきちんと管理しており、自由に使っていることはない。 
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■:今後大きなお金を扱うことになれば、後援会でも協力したい。震災後の応援歌 CDの時も後援会がお金の管
理を担ったことがある。 
 
○:昨年まで手拍子応援が続いていたが、キッスのように太鼓に合わせての応援をするのか。 
●:それは考えていない。基本的に通常応援に戻る。 
 
●:バックスタンドにはもう一人か二人拡声器を持ってくれる人がいるとよい。今は応援を点でやっている感じ。ポ
イントポイントに人を立てて、ゴール裏の V -FLAGSに繋げていくというイメージを持っている。 
 
●:ホームゲーム時の事前準備を手伝ってほしい。キックオフ 4時間に集合し、東ゲート側から入って、横断幕な
どを設置する作業を行っている。誰でも参加できるので、時間のある時には東ゲート側の旧喫煙所に来てほし
い。特に、屋根（スタンド最上段の屋根下）への横断幕設置に人手が要る。今シーズン向けに新規に作った横断
幕は５ブロックの長さがあり、特に大変だ。 
 
■:このサポーターズミーティングに対して意見はあるか。 
○:今回のように休みの日にやると参加しやすい。 
●:確かに休日の方が集まりやすいかもしれない。次回はもっと集まってほしい。 
■:なるべく多くの方に参加していただけるように考えていきたい。 
 
○:このサポーターズミーティングの議事録は早く出してほしい。 
■：今回はなるべく早く出すようにしたい。ホーム開幕戦までには出すようにする。 
 
●:スタンド最前列で横断幕の上にゲーフラを張る人がいる。幕は試合ごとにメッセージ性をもってやっているの
で、それはやめてほしい。この点はぜひお願いしたい。 
 
■:時間となったので最後に中心部から一言お願いする。 
 
●:今シーズンは仙台の勝利だけを見据えて応援していく。そういう強い思いを持ったサポーターが増えるといい
なと思っている。そこの軸はぶれずにいく。絶対に J1へ上げなければいけない年なので、協力をお願いする。 
 

以 上 


